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乳牛の多頭化　と飼養技術

一盆花開拓地・筑摩ケ丘農場を素材として－

阿　　部　　久　　盛

（東北農試）

1．ま　え　が　き

最近，乳牛の多頗飼育が各地で重要視されているが，そ

の大きなねらいは労働の生産性を高めることにある。こ

のた鋸こほ，飼料生産の機械化あるいは飼蕃管理の省力

化によって，労働能率の向上を図ることが必要である。

このため，東北農試では，東北北部の高冷地畑作地帯

を対象に，農家集団による機械の共同利用を軸として，

酪農を中心とする生産力の高い宮島方式を確立するため

岩手県岩手郡雫石町盆花開拓地に機械化実験農場を設置

し，昭和35年から試験を行なってきた。本報告は，これ

を契機に酪農の全面共同経営を行なっている筑摩ケ丘農

場を素材として，乳牛飼養頭数の増大が飼料の生産，給

与，飼養管理などにおよぼす影響，特に飼養管理の省力

化の面から飼料の生産基盤あるいは自給率，飼育管理労

働について，その効果と問題点を技術的側面から明らか

にしようとするものである。

2．筑麿ケ丘農場の概況

筑摩ケ丘農場（以下農場と略称）は．岩手山南麓の標

高400～5007花の南面媛傾斜地に位置し，多雨，多雪の

気象条件下にある。この農場は機械化実験農場の設置を

契機に・大型トラクター（ファーガソソ37PS）体系試

験班の9戸のうち営農のトップレベルにあった3戸と継

承入植1戸で計画されたものである。

発足当初は他農家の参加によって5戸であったが，37

年度未にあとから参加した農家の離農によって，38年度

以降は当初共同経営を計画した4戸で経営が続けられて

いる0耕地面軌は隣接農家が離農し，その跡地の継承に

よって急激に耕地が拡大され，40年度には当初の約2．4

倍の517はとなり，このた軋当初計画された酪農に養豚

養鶏の多頭羽飼養による土地節約的な復合経営が酪農専

業的経営となって，乳牛頭数も40年度には成牛27乱育

成牛56頭となり・それぞれ共同化当初の2倍，4倍と増

大している9また，トラクターも当初の大型1台から，

40年度には2台（ファーガソソ37PSと45PS）となり

個別経営を含めて共同利用とし，経営内では作業の部門

分担によって，省力的な飼料生産ならびに飼料管理が行

なわれている（第1表）。

3．飼料の生産給与

共同化当初は，個別の2～3頭飼養を集団化して生産

効率を高め，磯線化によって節約された労働力を中・小

家畜や商品作物の生産に向けて，経営の集約化を図ろう

とした0しかし，多数農家の離島によって営農条件とし

ての耕地規模が著しく拡大されたた軌酪農専業的経営

に指向した。このため，作物の作付けは共同化当軌大豆

・′J、豆・馬鈴薯・ライ麦など，多くの商品作物が作られ

ていたが，その後次第に牧草中心の作付編成がとられる

ようになり，40年度には単純化されて，牧草・玉局黍・

飼料かぶの3作物だけになり，牧草の多元的な利用がさ

れるようになった（第2表）。

このようにして，飼料生産の機械化一貫作業を行なう

とともに．懐斜地利用による素掘りトレンチサイロでの

牧草サイレージの生産あるいは放牧による牧生草給与な

どによって，飼料生産の省力化を図っている。このため

成牛1頭当りの飼料負担面帯は増大しているが，1頭当

りの飼料生産のための投下労働時間は，36年度の180時

間から40年度の90時間と50％も減少している。

次に，飼料給旨についてみると，飼料の給与構成は共

同化当初土地節約的な複合経営のため，夏は刈坂りによ

る牧生草を主体に放牧による牧生草・青刈作物などが，

冬は牧乾草・玉萄黍サイレージおよび燕麦サイレージ．

飼料カブを主体に作物茎辞などが給与されている。しか

し．その後トラクター利用の進展と耕地規模の拡大によ

って，乳牛頭数が年々増大し，これにつれて牧草中心の

粗飼料となり，夏は放牧による牧生草主体の給与，冬は

牧乾草に牧草サイレージ・飼料カブなどの給与に変り．

さらに夏にも牧乾草の給与が可能となった（第1図）。し

たがって，年間の飼料給与養分量は，年々自給率が高ま
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第1表　経　　営　　条　　件

豚

雛

注・1．家畜飼養頭羽数は1年間飼養して1として換算した。

2．育成肥育豚頭数は離乳後の育成肥育のべ頭数で示す。

3．雛の羽数は育雛し成鶏に繰入羽数で示す。

第2表　作物別作付両者の利用割合（単位　％）
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捻作付面　積（α） 2，439．5 3，047．0 3，755．0 4，085．0 5，097．5

注．1．青刈りおよびサイレージ用燕麦は牧草と混稀のため牧草との利用回数によって換算し面積を算出した。

2．成牛1頭当りの利用面静は実面称こ換算し算出した。

り，DCPは36年度の65％が40年度には84％に，TDN　　ソ緊留式としている。牛舎内においては．ミルカー，ク

は74％が84％になった（第3表）。　　　　　　　　　　　　オーターカップが利用され，夏は放牧を中心とした粗飼

4．飼　養　管　理
料給与とし，飼養管理労働の省力化を図っている。乳牛

は共剛ヒを契機として建てられた成牛18頭を収容する牛

共同化によって，多頭飼育方式を採用し，スダンテヲ　　合で飼蒸されてきたが，その後頭数の急増に伴って，以
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第　3　表　　年間の飼料給与義分量割合（単位％）
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第4表　牛舎および付属施設の利用状況

前個別経営で使用されていた牛舎を改築し，利用してい　　イロは地上式のタワーサイロを4基利用しているが・大

るため，成牛は3カ所に，育成牛は2カ所に分散して飼　　塾1基を除いては牛舎から約500～800m離れ・しかも

ゎれている。付属施設としての尿溜・堆肥舎は少なく，サ　　3カ所に分散している。このため・39年度には牛舎周辺
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第5表　年間の飼育管理投下労働時間（単位：時間（）は年度別檜数）

計
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注．一般管理は飼料調理給与・敷料搬出入・運動手人の各作業を含む

の慣斜地を利用して素堀りのトレソチサイロを作り，こ

れと大型のタワーサイロを中心にサイレージの生産が行

なわれている。搾乳機は共同化に伴って，同時2頭搾り

用のバケット塑ミルカー1台を導入し使用してきたが，

搾乳牛頭数の増大によって，40年5月に搾乳缶ユニット

1組，12月に同時2頭搾り用のものを1台導入し，2カ

所で搾乳が行なわれている（第4表）。

年間の飼育管理総投下労働時間は年々増加の傾向を示

し，36年度の5，840時間から40年度の8，270時間となっ

ている。しかし．飼養頭数が増大しているほどには増加

せず，搾乳牛1疏当りでは，36年度の390時間から40年

度の210時間と約50％減少している。作業別にみると，

40年度は36年度に比して，一般管理が30％，搾乳および

牛乳処理が60％，牛乳運搬が90％とそれぞれ少なくなっ

ている。これは，飼養頭数の増大にともなって，特に，

夏の粗飼料給与を放牧を中心としたこと，第乳は共同化

とともに機械搾りにしたので，最初のうちは後搾りのた

めに多くの時間を要したが，その後次第にその必要がな

くなったことによる。しかも38年から1日の搾乳回数は

3回から2回になるとともに，40年度にはミルカーを2

台として作業の能率化を図った。牛乳運搬は当初個別経

営を含めて交代で約3血離れた集乳所まで日々運搬して

いたが，多頭化され販売乳量が増加したため，39年度か

らは集乳事が牛舎まで来てくれるようになったことも作

業時間短縮の大きな要因である（第5表）。

5　問　　題　　点

以上述べてきたように，多頭化によって，多くの効果

を上げているが，反面問題点も少なくない。そのおもな

ものは次のとおりである。

1．多頭化にともなって夏は放牧中心の粗飼料給与と

なったが，個体別に適切な飼料給与量の調整が困難とな

るだけでなく，生草生産の時期的制約などにより給与養

分量が7ソバラソスとなっている。

2．機械化が進展し，耕地規模の拡大によって，粗飼

料の完全自給が量的に可能となったが，雨の多い気象条

件下にあって，良質貯蔵飼料の調達が困難なために．利

用率を低下させている。

3．多頭化によって，糞尿や厩肥が増産され，その処

理に多くの時間を要している。

4．現在の耕地規模などからみて，将来の日額飼養頭

数は成牛換算で80頭前後までの増大が可能と考えられる

が，このためには，なお一段の省力化を図ることが必要

である。

5．したがって，今後特に多頭化に伴う飼養管理の省

力化が重要となる。このためには，最近各地で散見され

るルーアノミーソ飼養方式に対して検討を加えることも必

要となる。


